


「歴史にもしもはありえないのですが、もしも歴史の転換点にプレゼンが使わ
れていたら……。そんな本って作れませんか？」

（なにそれ！　面白そう‼︎）

子どもの頃から歴史が好きで、学研の『まんが日本史』や『まんが人物日本
史』など、暇があると読みふけっていたのを覚えています。高校も日本史を選
択して資料集を眺めているのが好きでした。大人になった今でも、当時の資料
集が捨てられずに私の本棚に並んでいるくらいです。NHKの大河ドラマを欠
かさず見たり、旅行に行けばその土地の史跡を巡ったりするのが趣味となって
いる私が本書を執筆している姿など、当たり前ですが子どもの頃には想像すら
していませんでした。

はじめまして。前田鎌利です。

私は、「ビジネス」と「教育」と「書」の３つの領域で活動をさせていただい
ております。
「ビジネス」では、年間で200社以上の企業や公共機関、団体、学校などでプ
レゼンテーションや会議術、リーダーシップ、マネジメントといったビジネス
講演・研修や女性活躍推進事業を行っています。
「教育」では、情報経営イノベーション専門職大学の客員教授、サイバー大学
の客員講師としてプレゼンテーションをお伝えしながら、全国高校生プレゼン
テーション甲子園の共催、そして審査員長なども務めています。

最後に「書」ですが、５歳から書道塾に通い、大学は東京学芸大学の書道
科へ進学して書道まみれの４年間を過ごし、卒業後は書家としても歩んでき
ました。これまでに手がけた作品はAFCチャンピオンズリーグ「絶対突破」、
JAXA「こうのとり」、国宝彦根城などを揮

き

毫
ごう

し、最近では『週刊少年ジャンプ』
で連載されている『逃げ上手の若君』で書を提供しております。全国で700名を
超える生徒が在籍する書道教室「継

つぐ

未
み

」の代表も務め、年に数回、海外で書の
パフォーマンスや個展を開催しています。

2

はじめに



長い……。長いですね……。
プレゼンはこの長々と書かれているものをいかに削ぎ落としてシンプルにす

るかの作業です。この自己紹介もプレゼンであれば、

「ビジネス」
「教育」
「書」

の３つしか表記しません。

限られた時間しかいただけませんから、「絞る」という作業を行います。
「絞ってしまっては、伝わらないのでは？」と思われるでしょう。その通りです。
書籍であれば文字情報しか使用できませんから、当然、文章を書いて伝えざる
を得ないのですが、プレゼンテーションとなると異なります。むしろ文章では
書かないのです。

なぜなら、プレゼンテーションとは情報を提供するだけではなく、限られた
時間で相手を行動変容させることがゴールだからです。

つまり、相手の感情を動かさなければ行動変容にはつながらないのです。

仕事柄、私はさまざまな企業や学校などでたくさんのプレゼン資料に触れる
機会があるのですが、いま見ていただいた私のプロフィールの紹介のように、
とにかく伝えたいことを詰め込むだけ詰め込んでいる資料をよく見かけます。
読むのが苦痛になったり、理解することで精一杯で、結局何が言いたいのかわ
からなかったりするスライドだらけです。

また、ここ数年で全国の小学校・中学校・高校や大学などからプレゼンの講
義のご依頼を多々いただくようになってきました。受験においても指定校推薦
や総合型選抜などでの進学が50%を超えようとしてきており、ビジネスシーン
だけでなく、教育の分野でもプレゼンテーションをする機会が増加し、多くの
人の前で伝えるスキルが求められていることをひしひしと実感するようになり
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ました。
これまでもプレゼンや資料作成の書籍を執筆してまいりましたが、ビジネス

パーソンはもちろん、大学や高校でも授業や受験で使われることが増大してい
る背景から、ビジネス色の強いものではなく、もっとだれでも面白おかしく学
べるような書籍がお届けできないものかと考えていた矢先に、今回の出版のご
依頼をいただくことになったのです。渡りに船とはこのこと！　お声がけいた
だき本当にありがとうございます。

そんな経緯で、歴史好きだった私が「プレゼンテーション」×「歴史」という
スタイルでお届けすることになったのが本書『歴史的プレゼン』です。この本
は歴史上の転換点や意思決定のプロセスをベースにして、「もしも……」とい
う形で面白おかしく、少 （々というか、かなり）史実をアレンジした設定でお
届けするプレゼンスタイルになっております。さらに、それぞれのプレゼンで
さまざまなテクニックを使い、相手をどのようにして動かしたのかを表現して
みました。

それぞれの章の構成としては、

①プレゼンテーション
②スライドの解説
③プレゼンで使用したTips

という順番で展開していますので、どの時代でもあなたの興味がある歴史の
パートから読み始めていただいて問題ありません！　各章の終わりにはポイン
トをまとめていますので、時間がない方はそこからプレゼンを読み返していた
だいてもOK！　楽しく読んで学んでいただけるかと思います。
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この書籍は、

・プレゼンに慣れていない
・ビジネス的な堅苦しい書籍は読んでいてちょっと疲れてしまう
・歴史に興味がある
・プレゼンの楽しさを知りたい
・もっと相手に伝わるプレゼンを作りたい

という方におすすめの書籍です。

読んでいるだけで、さまざまなプレゼンのテクニックが身につく不思議な本
です。

そうそう、１点だけお願いがあります。あくまで歴史をベースにしたプレゼ
ンですが設定としてかなり史実とは異なっております。さまざまなところでア
レンジを加えておりますので、フィクションであることをあらかじめご了承く
ださい（「これは史実と違ってます！」というご指摘はご容赦くださいませ♪）。

さて、歴史に名を刻んだ偉人たちはその時、何を考え、誰に向けて、どんな
念
おも

いをプレゼンしたのでしょうか？

もしも、あなたがその偉人だったら……。
そんなことを想像しながら読み進めてみてください。

これからあなたに訪れる人生の転換点でこの『歴史的プレゼン』が一助とな
ることを祈念しております。

前田鎌利
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